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●図2-2 〈広告主〉実施したSP手法、ツール〈経年〉
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●図6-2 使用チャネル別POP〈経年〉
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●図1-1 業務内容別SP売上（2013年度） 
（広告・SP売り上げ回答社ベース）

●図1-2 業務内容別SP売上〈経年〉  
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●図6-1 使用チャネル別POP広告支出
（2013年度）  
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●図5-1 目的別POP広告支出
（2013年度） 

医薬品・
医療雑貨
6.9%

ファッション・
アクセサリー1.6%

書籍・文具・玩具・
スポーツ用品・
楽器 8.9%

家電・AV機器・
精密機械・OA機器 1.6%

化粧品・
トイレタリー
18.8%

菓子・食品・飲料・
アルコール飲料
26.5%

自動車・
自動車関連商品

3.4%

金融・保険
3.1%

通信・電力・
ガス・

公共サービス
2.1%

その他
12.8%

小売・
流通11.5%

総合
スーパー向け
13.5%

ホームセンター・
ディスカウンター
向け12.1%

ドラッグ
チェーン向け

 18.9%

食品スーパー向け
14.0%

家電量販店向け
17.6%

コンビニエンス
ストア向け 8.2%

一般小売店向け 3.2% その他のチャネル向け 2.2%

その他
専門量販店向け

10.2%

マス媒体広告
連動型
32.6%

プレゼントなど
キャンペーン告知用
30.0%

その他
16.9%

特定小売企業
向け専用
20.5%

医薬品・
医療雑貨
8.9%

ファッション・
アクセサリー2.1%

書籍・文具・玩具・
スポーツ用品・
楽器 4.7%

家電・AV機器・
精密機械・OA機器 13.4%

化粧品・
トイレタリー
34.6%

菓子・食品・飲料・
アルコール飲料
21.9%

自動車・
自動車関連商品

4.2%

金融・保険 1.0%

通信・電力・ガス・
公共サービス 1.8%

その他 2.8%小売・流通 4.5%

●図4-1 業種別POP広告支出（2013年度） 
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●図3-1 業種別SP売上（2013年度） 
（広告主からの直接受注SP売上回答社ベース）
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●図3-2 業種別SP売上〈経年〉
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日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
協
会
が

毎
年
、
会
員
企
業
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
「
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
業
界
実
態
調
査
」
と
、
広
告
主
企
業
を
対
象
の
「
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
計
画
と
管
理
に
関
す
る
広
告
主
実

態
調
査
」、
こ
の
２
つ
の
調
査
（
結
果
）
を
も
と
に
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
業
界
の
実
態
、
広
告
主
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
実
態
を
、
本
号
以
降
、
数
回
に
分
け
て
掲
載
す
る
。

今
回
は
、
過
去
２
０
０
７
年
～
12
年
度
の
同
調
査
で
の
経

年
数
字
と
と
も
に
見
る
。
本
号
で
は
「
Ｓ
Ｐ
業
務
の
売
上

状
況
」「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
の
売
上
規
模
」
な
ど
に
つ
い
て
、

項
目
を
抜
粋
し
、
掲
載
す
る
。

■
Ｓ
Ｐ
業
務
の
売
上
状
況

■
Ｓ
Ｐ
業
務
の
売
上
状
況

●
「
対
前
年
増
」
が
４
割
強
占
め
る

　
〈
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
態
調
査
〉
に
よ
る
と
、
２
０
１
３

年
度
の
広
告
・
Ｓ
Ｐ
売
上
は
、「
対
前
年
増
」
企
業
が
全

体
の
４
割
強
で
、「
対
前
年
減
」
企
業
の
割
合
（
２
割
）

を
上
回
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｐ
売
上
を
業
務
内
容
別
に
み
る
と
、

「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
」「
マ
ス
4
媒
体
以
外
の
Ｓ
Ｐ
媒
体
広
告
」

の
構
成
比
が
増
加
し
て
い
る
。
一
方
、「
編
集
系
・
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
系
印
刷
物
」は
経
年
に
お
い
て
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

（
図
１
─
１
、
図
１
─
２
）

　

こ
の
業
務
内
容
を
〈
広
告
主
実
態
調
査
〉
の
「
２
０
１
３

年
度
に
実
施
し
た
Ｓ
Ｐ
手
法
、
ツ
ー
ル
」
か
ら
み
る
と
、

「
カ
タ
ロ
グ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
」「
販
売
什

器
、
展
示
台
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ザ
ー
」、
こ
の
３
分
野

の
上
位
変
化
は
な
い
が
、
こ
の
う
ち
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
」
は

２
０
１
０
年
度
か
ら
、「
販
売
什
器
～
」
は
２
０
１
１
年

度
か
ら
若
干
減
少
傾
向
に
あ
る
。（
図
２
─
１
、
図
２
─
２
）

●
伸
び
て
い
る
業
種
と
減
少
傾
向
に
あ
る
業
種

　

次
に
、〈
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
態
調
査
〉
に
お
い
て
、
広

告
主
か
ら
の
直
接
受
注
で
の
Ｓ
Ｐ
売
上
を
業
種
別
に
み
る

と
、
前
年
同
様
、「
菓
子
、
食
品
、
飲
料
、
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
」
の
割
合
が
最
も
多
く
、「
化
粧
品
、
ト
イ
レ
タ
リ
ー
」

の
急
激
な
伸
び
と
と
も
に
、「
小
売
・
流
通
」
の
安
定
的

な
伸
び
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、「
通
信
・
電
力
・
ガ
ス
・
公

共
」
は
、
２
０
１
１
年
度
か
ら
の
急
速
な
落
ち
込
み
、「
自

動
車
関
連
」
の
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
。（
図
３
─
１
、

図
３
─
２
）

■
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
の
目
的
別
・
使
用
チ
ャ
ネ
ル
別
状
況

■
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
の
目
的
別
・
使
用
チ
ャ
ネ
ル
別
状
況

●
「
マ
ス
媒
体
広
告
連
動
型
」
使
用
に
力
点

　
〈
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
態
調
査
〉
に
よ
る
２
０
１
３
年

度
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
売
上
は
、
前
年
比
１
０
３
・
１
％
と
、

２
０
１
０
年
→
２
０
１
１
年
の
ダ
ウ
ン
か
ら
の
復
調
傾
向

に
あ
り
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
市
場
売
上
高
は
２
３
４
９
億
円
と

推
計
さ
れ
る
。 

　

こ
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
支
出
を
業
種
別
に
み
る
と
、「
化
粧

品
・
ト
イ
レ
タ
リ
ー
」
が
全
体
の
中
で
高
い
売
上
構
成
比

（
約
３
・５
割
）
を
見
せ
、
前
回
か
ら
の
伸
び
も
著
し
く
、

圧
倒
的
な
１
位
と
な
っ
て
い
る
。「
菓
子
・
食
品
・
飲
料
・

ア
ル
コ
ー
ル
」
は
約
２
割
の
構
成
比
を
見
せ
て
い
る
が
、

こ
こ
１
、２
年
、
若
干
減
少
傾
向
に
あ
る
。（
図
４
─
１
、

図
４
─
２
）

　

Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
を
目
的
別
に
見
る
と
、「
マ
ス
媒
体
広
告

連
動
型
」
と
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
告
知
用
」
が
ほ
ぼ
同
等
で

並
ん
で
い
る
が
、
経
年
で
み
る
と
、「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
告
知

用
」
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
逆
に
「
マ
ス
媒
体
広
告
連
動

型
」
ほ
か
は
伸
び
て
お
り
、
売
り
場
で
ブ
ラ
ン
ド
を
強
調

す
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
に
力
点
が
移
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。（
図
５
─
１
、
図
５
─
２
）

　

ま
た
、
使
用
チ
ャ
ネ
ル
別
で
は
、
経
年
で
み
る
と
、「
ド

ラ
ッ
グ
チ
ェ
ー
ン
向
け
」
の
伸
び
が
大
き
く
、
今
回
、「
家

電
量
販
店
向
け
」
を
上
回
っ
た
。
ま
た
「
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
向
け
」
の
伸
び
も
著
し
い
。（
図

６
─
１
、
図
６
─
２
）

＊
次
号
で
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
界
と
広
告
主
の
両
者

に
お
聞
き
し
た
「
Ｓ
Ｐ
業
務
の
期
待
度
と
満
足
度
」
ほ
か
、

取
引
に
関
わ
る
項
目
を
主
に
掲
載
し
ま
す
。
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Ｓ
Ｐ
、Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
の「
売
上
と
実
施
状
況
」（
２
０
１
３
年
度
）

２
０
０
７
年
～
２
０
１
２
年
度
調
査 

経
年
数
字
と
と
も
に
見
る

第 
 

回
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
界
実
態
調
査
、
第　

回
広
告
主
実
態
調
査
か
ら
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■プロモーション業界実態調査
調査対象：JPM協会会員企業／
調査票配布数：189社　
調査票回収数：70 社／
実施期間：
2014年4月７日～５月12日

■広告主実態調査
調査対象：JPM協会会員企業・
日本アドバタイザーズ協会 会員社・
2013年 JPM協会展来場者／
調査票配布数：813社  
調査票回収数：35社 ／
実施期間：同



　
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
タ
ー
認
証
資
格
試
験
」

は
今
年
で
第
10
回
を
迎
え
る
。
試
験
日
は
11
月
２
日
。
そ

れ
に
先
が
け
、
８
月
７
日
、
企
業
の
教
育
・
研
修
担
当
者

を
対
象
に
し
た
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
タ
ー
（
Ｐ

Ｍ
）
早
分
か
り
講
座
」（
参
加
無
料
）
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
講
座
の
第
２
部
で
、
有
資
格
者
お
二
人
か
ら
「
Ｐ
Ｍ
資

格
が
活
き
る
と
き
」
と
題
す
る
ス
ピ
ー
チ
が
あ
っ
た
。

私
の
仕
事
、
資
格
取
得
の
目
的

　

私
は
、
こ
と
に
セ
ミ
・
オ
ー
ダ
ー
型
の
ネ
ッ
ト
系
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
／
ツ
ー
ル
開
発
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
商

材
開
発
は
、
シ
ー
ズ
発
想
（
技
術
あ
り
き
）
が
主
で
、
そ

の
た
め
得
意
先
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
題
を
体
系
的
に
知

る
た
め
、
上
司
の
勧
め
も
あ
り
、
受
験
し
ま
し
た
。

　

資
格
を
取
得
し
た
こ
と
で
、
得
意
先
の
「
潜
在
的
課
題
」

を
分
析
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
仕
事
は
、
市

場
ニ
ー
ズ
を
発
掘
し
、
新
商
材
を
企
画
開
発
す
る
こ
と
で

す
か
ら
、
こ
れ
は
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

得
意
先
へ
は
、
自
主
プ
レ
に
近
い
「
商
材
提
案
」
に
な

る
の
で
、「
潜
在
的
課
題
」
の
提
示
が
と
て
も
重
要
で
す
。

「
潜
在
的
課
題
」
の
分
析
で
、
Ｄ
Ｎ
Ｐ
の
最
適
な
商
材
を

ご
提
案
で
き
ま
す
。

資
格
の
勉
強
の
中
で
“
よ
く
理
解
で
き
た
点
”
と
“
難
し

か
っ
た
点
”

　

用
語
の
意
味
や
、「
何
故
」
こ
の
言
葉
が
重
要
か
？
と

い
っ
た
基
礎
知
識
の
部
分
は
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
と

く
に
体
系
的
に
、
偏
り
な
く
重
要
概
念
を
全
体
的
に
学
べ

　

２
０
１
４
年
度
第
２
回
の
「
Ｊ
Ｐ
Ｍ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
定

例
会
」
が
７
月
20
日
（
火
）
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
数
は

21
社
43
名
。
ス
ピ
ー
チ
は
、
株
式
会
社
田
原
屋
の
代
表
取

締
役
社
長
、
田
原
績
氏
に
よ
る
「
ト
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

旗
屋 

奮
戦
記
」。
ま
た
懇
親
会
で
は
、
先
の
定
時
総
会
後

は
じ
め
て
の
「
定
例
会
」
と
し
て
、
松
原
靖
広
新
理
事
長

は
じ
め
新
任
理
事
７
名
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

■
田
原
績
氏
の
ス
ピ
ー
チ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

　
〈
最
初
に
、
イ
ン
ト
ロ
と
し
て
、
戦
前
・
昭
和
９
年
ご
ろ

の
田
原
屋
の
写
真
を
披
露
。
続
い
て
昭
和
26
年
ご
ろ
の
、

新
御
徒
町
で
の
同
社
の
写
真
を
映
し
出
し
、
そ
こ
に
映
っ

て
い
る
当
時
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
（
祖
父
が
考
案
さ
れ
た
と
い

う
、
現
在
で
も
見
か
け
る
、「
氷
」
文
字
に
「
波
に
千
鳥
」

の
絵
が
描
か
れ
た
垂
れ
旗
や
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
文
字

た
の
で
と
て
も
理
解
し
や
す
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、（
試
験
の
と
き
の
）
午
後
の
計
画
立
案
問
題
は
、

⾃
⾝
の
回
答
に
赤
入
れ
を
し
て
く
れ
る
⼈
が
お
ら
ず
、
不
安

で
し
た
。

資
格
取
得
の
前
と
後
で
“
一
番
変
わ
っ
た
”
こ
と

　

資
格
取
得
前
は
、
提
案
資
料
の
作
成
時
に
、
訴
え
た
い
こ

と
を
、
ど
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
ど
う
い
っ
た
用
語
を

用
い
表
現
す
べ
き
か
、
迷
う
こ
と
が
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、

取
得
後
は
、
全
体
に
整
合
性
の
と
れ
た
用
語
を
用
い
、
客
観

的
な
論
理
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
端
的
に
説
明
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、
な
に
よ
り
も
説
得
に
⾃
信
が

持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

受
験
し
て
全
く
考
え
が
変
わ
り
ま
し
た

　

私
は
、
業
務
ス
タ
ッ
フ
（
仕
入
先
と
の
窓
口
）
時
に
取
得

を
勧
め
ら
れ
受
験
し
ま
し
た
。
実
は
、
何
で
こ
ん
な
も
の
を

…
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
仕
入
先
と
対
等
に
話
せ
る

知
識
の
ほ
う
が
必
要
で
は
？
と
思
い
ま
し
た
が
、
受
験
し
て

み
て
、
全
く
考
え
は
変
わ
り
ま
し
た
。

　

特
に
学
ん
だ
点
は
「
投
下
計
画
の
重
要
性
」
で
す
。
こ
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
あ
る
い
は
こ
の
ツ
ー
ル
は
、
誰
の
、

ど
の
よ
う
な
必
要
欲
求
を
狙
う
の
か
？
購
買
オ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
ど
こ
か
？
ど
の
よ
う
な
買
い
場
で
展
開
す
る
か
？
な
ど
戦

略
的
な
狙
い
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
狙
い

の
実
現
に
向
け
て
製
作
工
程
を
的
確
に
調
整
す
る
こ
と
が
自

分
の
仕
事
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
先
回
り
を
し
た
開
発
・
設
計
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
逆
提
案
を
含
め
た
商
品
を
営
業
＝
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

が
書
か
れ
た
垂
れ
旗
）
を
紹
介
。
続
い
て
、
い
ろ
ん
な
「
旗

や
幟（
の
ぼ
り
）」の
写
真
を
順
に
見
せ
て
…
…
本
題
に
入
っ
た
〉

　
「
今
日
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
３
つ
で
す
。

　

一
つ
目
は
、「
幟
は
違
反
広
告
物
で
は
な
く
『
暖
簾
（
の
れ

ん
）
＝
お
店
』
の
在
り
か
を
示
す
側
面
媒
体
と
し
て
、
お
店

の
存
在
（
実
態
）
を
示
す
伝
統
的
な
サ
イ
ン
」
と
い
う
こ
と
。

二
つ
目
は
、「（
旗
は
）エ
コ
マ
ー
ク
や
防
災
性
能
を
有
し
た（
社

会
性
を
有
す
る
）
製
品
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
」
と
い
う
こ

と
。
三
つ
目
は
、「（
旗
は
）
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
お
店
の

売
り
上
げ
に
貢
献
す
る
こ
と
。
売
り
上
げ
＝
顧
客
数
×
平
均

単
価
」
と
い
う
こ
と
。

　

ま
ず
、
世
間
の
皆
様
が
抱
い
て
い
る
「
幟
や
旗
っ
て
、
違

法
の
広
告
物
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
い
う
疑
問
に
お
答
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

幟
や
旗
そ
の
も
の
が
違
法
で
は
な
く
、
そ
の
置
き
方
、
置

く
場
所
と
し
て
、
違
法
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
広
告
物

を
付
け
た
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
物
件
や
地
域
に
、
幟
や

旗
を
出
し
た
ら
違
法
広
告
物
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
幟
な
ど

に
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
施
し
た
い
こ
と
の
「
真
の
目
的
」
を
知
る

　

も
う
ひ
と
つ
学
ん
だ
こ
と
が
、「
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
開
発
」

で
す
。
具
体
的
に
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ー
ワ
ー
ド

の
開
発
や
、
キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
開
発
、
動
機
付
け
施
策

の
開
発
を
進
め
る
わ
け
で
す
が
、
設
計
を
し
て
い
く
上
で
、

絶
対
に
は
ず
し
て
は
企
画
が
成
り
立
た
な
い
ポ
イ
ン
ト
を

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
設
計
す
る
上
で
の
優
先
順
位

付
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
の
仕
事
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
創
り
上
げ
る
こ
と

で
す
が
、
実
は
、
な
ぜ
そ
れ
が
必
要
な
の
か
を
考
え
る
こ

と
が
重
要
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
課
題
と

技
術
の
結
び
つ
け
、
実
施
し
た
い
こ
と
の
「
真
の
目
的
」

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
こ
れ
が
一

番
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
真
の
目
的
」
を
知
る
こ
と
は
、
設
計
の
幅
を
拡
げ
、
提

案
の
（
仕
事
の
）
幅
を
拡
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

職
務
が
変
わ
っ
て
活
か
せ
た
こ
と

　

取
得
後
１
年
後
に
営
業
に
異
動
し
、
現
在
は
営
業
約
２

年
（
業
務
は
約
６
年
）
と
い
う
経
歴
で
す
。
異
動
に
際
し

て
は
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
急
に
企
画
営
業
が
で
き
る
の

か
と
。
し
か
し
、
学
ん
だ
考
え
方
・
整
理
の
フ
レ
ー
ム
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
現
状
分
析
と
戦
い
方
を
整
理
で
き
ま

し
た
。
手
順
（
情
報
収
集
・
市
場
環
境
分
析
・
戦
略
設
計
）

を
的
確
に
踏
む
こ
と
で
、
情
報
整
理
が
し
や
す
く
な
り
、

一
番
時
間
と
知
恵
が
要
る
「
打
ち
手
」
が
考
え
や
す
く
な

り
、
さ
ら
に
は
自
分
の
得
意
な
分
野
（
製
作
業
務
領
域
）

に
ま
で
、
時
間
を
割
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
言
で

言
え
ば
、
効
率
的
に
仕
事
が
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

で
歩
道
を
占
拠
し
た
り
、
歩
道
に
飛
び
出
し
て
い
た
り
す

る
の
は
Ｎ
Ｇ
で
す
。
た
だ
し
、
店
な
ど
の
敷
地
内
か
ら
旗

幅
だ
け
出
て
い
る
の
は
Ｏ
Ｋ
で
す
。
違
法
・
合
法
に
つ
い

て
は
、
行
政
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
ま
す
し
、
役

所
の
土
木
課
に
い
く
と
冊
子
が
も
ら
え
ま
す
。

　
「
暖
簾
が
命
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
暖
簾
が
掛

か
っ
て
い
る
内
側
は
お
店
に
な
り
ま
す
。
暖
簾
が
出
て
い

れ
ば
営
業
中
を
表
し
ま
す
。
し
か
し
暖
簾
は
平
面
媒
体
で

す
の
で
、
そ
こ
ま
で
行
か
な
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
で
、
暖
簾
の
実
態
を
表
し
て
い
る
の
が
幟
だ
と
思
い

ま
す
。
幟
が
あ
る
と
こ
ろ
に
お
店
が
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、

お
店
が
な
い
と
こ
ろ
に
幟
を
使
う
こ
と
は
基
本
的
に
な
い

で
す
か
ら
、
暖
簾
と
幟
は
対
で
、
そ
こ
に
さ
ら
に
看
板
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
幟
は
、
実
態
を
示
す
側
面
媒
体
と

し
て
伝
統
的
な
サ
イ
ン
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
二
つ
目
、
防
炎
の
話
で
す
。
こ
こ
で
、
皆
さ
ん

に
も
お
渡
し
し
て
い
ま
す
が
、
２
枚
の
布
を
そ
れ
ぞ
れ
燃

や
し
て
み
ま
す
。
ど
ち
ら
か
が
防
炎
の
も
の
で
す
。
両
方

と
も
燃
え
た
ら
ご
め
ん
な
さ
い
。（
と
、
そ
れ
ぞ
れ
順
番

に
火
を
付
け
、
数
秒
で
燃
え
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
布
と
、

火
が
触
っ
た
と
こ
ろ
だ
け
焼
け
て
穴
が
空
い
て
も
燃
え
広

が
ら
な
い
防
炎
の
布
と
の
違
い
を
見
せ
る
）。

　

防
炎
と
い
っ
て
も
、
火
が
触
っ
た
と
こ
ろ
は
燃
え
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
に
燃
え
広
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
「
自
消
性
」
と
い
っ
て
、
火
種
が
触
れ
て
い
な
い
と

5 42014.09 JPM Network2014.09 JPM Network

ス
ピ
ー
チ
は
、田
原
屋
代
表
取
締
役
社
長
、田
原 

績 

氏

ト
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
旗
屋 

奮
戦
記

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル・マ
ー
ケ
タ
ー
資
格
が
活
き
る
と
き

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
タ
ー
認
証
資
格

Qualification

Ｐ
Ｍ
を
勉
強
し
て
変
わ
っ
た
、意
識
や
行
動

前
田 

仁
美 

氏（
大
日
本
印
刷
）

幟
は
、実
態
を
示
す
側
面
媒
体
、

伝
統
的
な
サ
イ
ン

燃
え
る・燃
え
に
く
い
…
…

布
の「
防
炎
」の
話

ど
ん
な
職
務
で
も
活
か
せ
る
資
格
と
実
感

大
村 

洋
介 

氏（
ヒ
ロ
モ
リ
）

大村洋介氏

「旗」奮戦記を話す田原績氏。

昭和９年ごろの田原屋。手拭、タオル、風呂敷、
旗一式といった文字が記されている。

昭和 26 年ごろの田原屋。田原氏の祖父（右）と
父（左）が立つ左右には、製作した、「氷」文字に

「波に千鳥」の絵の垂れ旗（左）とアイスクリーム
文字の垂れ旗（右）が掛けられている。

前田仁美氏
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自
分
で
消
え
る
性
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
可
燃
の

布
の
方
は
、
一
回
燃
え
だ
し
た
ら
火
種
が
な
く
な
っ
て
も

燃
え
続
け
る
と
い
う
違
い
を
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

日
本
防
炎
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
防
炎
っ
て
何
？
」

と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い

ま
す
が
、
法
律
の
規
定
と
し
て
「
防
炎
物
品
」
と
「
防
炎

製
品
」
と
が
あ
り
ま
す
。「
防
炎
物
品
」
は
例
え
ば
、
不

特
定
多
数
の
方
が
入
る
ホ
テ
ル
、
劇
場
、
病
院
等
で
の
カ

ー
テ
ン
、
緞ど

ん

帳ち
ょ
う

、
絨じ

ゅ
う

毯た
ん

等
は
防
炎
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
幟
は
“
防
炎
物
品
に
”
と
い
う
規
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
防
炎
に
す
る
の
は
、
よ
り
安
全
に

す
る
た
め
で
、「
防
炎
製
品
」
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　
「
防
炎
物
品
」
は
消
防
庁
が
認
証
し
、「
防
炎
製
品
」
は

日
本
防
炎
教
会
が
認
証
し
て
い
ま
し
て
、
幟
な
ど
に
は
防

炎
と
い
う
炎
の
マ
ー
ク
の
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
な
ぜ
幟
が
「
防
炎
物
品
」
で
は
な
い
か
と

い
う
と
、
持
っ
て
逃
げ
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
し
ば
り
つ
け

て
あ
る
と
か
、
幟
な
の
だ
け
れ
ど
す
ぐ
に
倒
し
て
持
っ
て

逃
げ
ら
れ
な
い
も
の
は
カ
ー
テ
ン
と
な
り
ま
す
の
で
「
防

炎
物
品
」
に
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
暖
簾
は
防
炎
物

品
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
火
事
の
時
、
す
ぐ
外
せ
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
燃
え
る
も
の
・
燃
え
な
い
も
の
と
い
う
こ
と

を
正
確
に
言
え
ば
、
紙
の
よ
う
に
燃
え
て
し
ま
う
「
可
燃
」

と
、
金
属
の
よ
う
に
燃
え
な
い
「
不
燃
」
の
間
に
、「
難
燃
」

と
、
い
ま
説
明
し
ま
し
た
「
防
炎
」
が
あ
り
ま
す
。「
難
燃
」

は
建
築
基
準
法
で
決
め
ら
れ
て
い
て
、
な
か
な
か
燃
え
始

ま
ら
な
い
も
の
、
雨
ど
い
と
か
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
時
々
“
燃
え
な
い
幟
下
さ
い
”
と
お

っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま
す
が
、“
全
く
燃
え
な
い
幟
”
は
あ

り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、
防
炎
加
工
の
ご
要
望
が
増
え
て

い
ま
す
の
で
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

次
に
、
三
つ
目
の
話
、「
旗
や
幟
は
広
告
物
と
し
て
効

果
が
あ
る
の
か
？
」
と
い
う
“
疑
問
”
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
売
り
上
げ
は
顧
客
数
×
平
均
単
価

で
す
。
こ
ん
な
実
例
が
あ
り
ま
す
。
浅
草
の
新
仲
見
世
通

り
に
知
人
が
経
営
す
る
食
堂
が
あ
り
ま
す
。
ご
主
人
が
「
オ

ム
ラ
イ
ス
に
自
信
が
あ
る
け
ど
、
な
か
な
か
オ
ム
ラ
イ
ス

を
注
文
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
で
、

「
店
内
に
『
氷
』
の
旗
の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
っ
て
『
オ
ム

ラ
イ
ス
』
の
宣
伝
を
し
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
、
垂

れ
旗
を
作
り
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
オ
ム
ラ
イ
ス
の
売
り

上
げ
で
新
記
録
が
出
た
、
一
日
80
食
以
上
出
た
と
言
う
ん

で
す
ね
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
作
戦
、
大
成
功
な
ん
で
す
が
、
し

ば
ら
く
し
て
行
っ
た
ら
使
っ
て
な
い
。
で
、
ど
う
い
う
こ

と
か
と
聞
い
た
ら
、
全
体
の
売
り
上
げ
が
下
が
っ
た
と
。

こ
の
店
の
得
意
と
す
る
ト
ン
カ
ツ
や
お
寿
司
は
千
円
以
上

の
も
の
な
の
に
、
千
円
以
下
の
オ
ム
ラ
イ
ス
を
宣
伝
し
ち

ゃ
っ
た
。
店
内
Ｐ
Ｏ
Ｐ
だ
か
ら
、
来
店
客
は
増
え
ず
、
安

い
オ
ム
ラ
イ
ス
が
注
文
さ
れ
て
、
平
均
単
価
を
下
げ
ち
ゃ

っ
た
。
つ
ま
り
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
（
Ｍ
）
Ａ
で
成
功
し
て
４
Ｐ
で

失
敗
し
ち
ゃ
っ
た
と
。

　

今
、
こ
の
食
堂
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
は
、「
当
店
の
お
す

す
め
ヒ
レ
の
っ
け
オ
ム
ラ
イ
ス
」（
１
１
０
０
円
）
を
入
れ
、

ミ
ニ
幟
が
立
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
成

ま
た
徳
川
幕
府
は
末
期
、
海
外
に
対
し
日
本
を
認
識
さ
せ

る
た
め
、
咸
臨
丸
が
航
行
の
際
な
ど
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
日
の
丸
に
近
い
旭
日
旗
は
…
、
西
南
戦
争
の
図

や
日
清
戦
争
の
と
き
の
写
真
の
中
に
見
え
ま
す
が
、
軍
隊

が
使
用
し
た
旗
で
す
。
で
は
日
の
丸
は
、
帝
国
海
軍
は
ど

の
よ
う
に
扱
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
艦
首
旗
と
し
て
扱

っ
て
い
ま
す
。
艦
首
旗
は
国
旗
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

零
戦
に
日
の
丸
は
つ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
、
旗
の
扱

い
じ
ゃ
な
く
、
日
本
で
あ
る
こ
と
が
す
ぐ
に
分
か
る
と
い

う
識
別
の
意
味
合
い
の
も
の
で
す
。

　

で
は
、
明
治
以
降
、
日
の
丸
は
ど
こ
で
使
わ
れ
て
い
た

か
。『
慶
應
義
塾
炬き

ょ

火か

行
列
大
運
動
会
の
図
』
と
い
う
の

が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
こ
に
は
、
民
衆
が
普
通
に
使
っ
て

い
た
旗
と
し
て
、
日
章
旗
が
自
由
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

要
は
、
賊
軍
の
旗
な
ん
だ
け
ど
勝
手
に
使
え
と
い
う
状
態

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

確
か
に
、
戦
争
中
、
日
の
丸
に
寄
せ
書
き
を
書
い
て
出

征
兵
士
に
、
現
在
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
等
に
贈
っ
て

い
ま
す
が
、
要
は
国
民
が
自
由
に
使
用
し
て
い
た
旗
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
１
９
９
９
年
、
つ
い

数
年
前
、
薩
長
の
呪
縛
を
解
放
し
、
国
旗
国
歌
法
が
制
定

さ
れ
て
、「
国
旗
」
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。」

功
と
言
う
か
失
敗
と
す
る
か
…
、
少
な
く
と
も
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広

告
が
影
響
は
し
て
い
る
の
で
、
当
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
旗
や
幟
を
お
使
い
に
な
る
と
き
は
、
外
で
は
お
客
さ

ん
を
誘
導
・
誘
引
す
る
も
の
、
中
で
は
平
均
単
価
を
上
げ

る
も
の
を
使
い
分
け
て
と
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

僕
ら
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
お
客
様
の

売
り
上
げ
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
貢
献
す
る
た

め
の
旗
と
い
う
の
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
お
客
さ
ま
か
ら
企
画
を
い
た
だ
き
、

僕
ら
は
製
作
し
お
届
け
す
る
と
い
う
形
で
す
が
、
十
の
う

ち
の
一
つ
、
二
つ
は
、
店
頭
を
知
っ
て
、
店
頭
を
測
っ
て
、

店
頭
に
い
る
人
を
知
っ
て
、
そ
の
人
た
ち
か
ら
話
を
聞
い

て
、
何
が
作
れ
る
か
、
何
が
使
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
挙

げ
て
い
っ
て
、
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
話
は
「
付
録
」
で
も
あ
り
ま
す
が
、
旗

に
関
連
し
て
「
日
本
の
国
旗
」
に
つ
い
て
の
話
を
し
ま
す
。

　

中
村
光
三
さ
ん
と
い
う
方
が
、
２
０
０
９
年
に
、
一
橋

大
学
社
会
学
部
の
加
藤
哲
郎
ゼ
ミ
の
聴
講
生
と
し
て
書
か

れ
た
論
文
か
ら
の
話
で
す
。
…
…
「
戦
前
の
大
日
本
帝
国

の
国
旗
は
日
の
丸
で
あ
っ
た
か
」「
戦
前
の
行
政
府
は
掲

揚
塔
に
日
の
丸
を
掲
揚
し
て
い
た
か
」「
帝
国
軍
隊
が
日

の
丸
を
掲
げ
て
海
外
を
侵
略
し
た
か
」
…
…
と
、
こ
れ
ら

の
答
え
は
す
べ
て
「
Ｎ
Ｏ
」
な
ん
で
す
。
さ
ら
に
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
新
憲
法
の
下
で
、
平
和
を
求
め
る
国
民
に
最

も
相
応
し
い
国
旗
と
し
て
『
日
の
丸
』
を
と
定
義
し
た
ん

で
す
が
、
当
時
の
首
相
、
吉
田
茂
は
拒
否
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
明
治
政
府
以
降
、
日
の
丸
は
「
賊
軍

の
旗
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
か

ら
で
す
。

　

日
の
丸
は
、
徳
川
幕
府
の
幕
府
軍
、
彰
義
隊
が
使
っ
て

い
た
旗
と
い
う
こ
と
で
、「
賊
軍
の
旗
」
と
な
る
ん
で
す
。

　

田
原
氏
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
の
あ
と
、
新
会
員
社
紹
介
と

し
て
、
５
月
に
入
会
の
新
村
印
刷
を
紹
介
。
同
社
の
会
員

代
表
を
務
め
て
い
る
取
締
役
営
業
部
門
統
括
の
髙
橋
良
一

氏
よ
り
自
社
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
部
屋
を
移
し
、
懇
親
会
を
ス
タ
ー
ト
。
次

会
、
11
月
29
日
（
月
）
の
定
例
会
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
う
パ

ル
デ
ィ
ア
の
代
表
取
締
役
、
中
沢
敦
氏
に
よ
る
乾
杯
挨
拶

が
あ
り
、
歓
談
・
名
刺
交
換
・
交
流
に
入
っ
て
い
っ
た
。

　

今
回
の
定
例
会
は
、
６
月
の
定
時
総
会
（
役
員
改
選
）

後
、
会
員
が
集
ま
る
最
初
の
定
例
会
。
新
理
事
長
の
松
原

靖
広
氏
（
電
通
テ
ッ
ク
）
を
は
じ
め
新
任
の
理
事
を
紹
介
、

代
表
し
て
新
理
事
長
と
新
副
理
事
長
の
高 

洋
一
郎
氏
（
大

日
本
印
刷
）
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
言
、
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
今
回
の
懇
親
会
の
中
で
は
、「
シ
ル
ク
印
刷
」
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
田
原
屋
の
方
よ
り

「
上
手
な
印
刷
の
仕
方
」の
手
ほ
ど
き
の
も
と
、
出
席
の
方
々

が
す
す
ん
で
「
布
へ
の
印
刷
」
を
体
験
。
会
員
社
同
士
の

交
流
の
な
か
、
実
り
あ
る
定
例
会
・
懇
親
会
は
お
開
き
と

な
っ
た
。
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「防炎」の話で…数秒で燃え広がってしまう布と、
火が触ったところだけ焼けて穴が空いても燃え広
がらない防炎の布との違いを見せる。

５月入会の新村印刷。自社紹介する取締役営業
部門統括役の髙橋良一氏（右）、営業企画室室長
の内海隆雅氏（中）、企画部デジタルコミュニケー
ショＧ部長の似鳥和史氏（左）

懇親会で新理事を紹介。左から理事長の松原靖広氏、副理事長の高洋一郎氏、
常任理事の斎藤潤一氏、理事の和田修氏、波岡寛氏、白石雅彦氏、吉田哲
也氏。

田原屋の方による手ほどきで
「上手なシルク印刷」を体験する。

↑（印刷箇所をドライヤーで乾かす。）

売
り
上
げ
に
貢
献
す
る

「
旗
」「
幟
」の
役
目

「
日
の
丸
」は「
賊
軍
の
旗
」だ
っ
た
？

懇
親
会
で
は
、新
理
事
紹
介
に
つ
づ
き

「
シ
ル
ク
印
刷
」を
体
験
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